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まいか。命令と号令で子どもの自主性を{I争ぼそう とするのは .*1ζ後って魚を求t.l'るにひと しい話
託。私たちが現在行なっている学習指導tζ次のよ うな乙とはないだろう か。 r走り憾とぴJを例に
とって考えてみると.運動技能を分析し ・その皇差点を明らかにする場合.助走，踏切 り.?1!.間動作





第ーに体育学~の君主授を正し〈 ふまえる乙と。第二tζ学智内容や:手:習活動の探求 a 第三4ζ13t留指
導を構造的』てとらえること ， とくに， 技能を中心lミ，第四tζ協力的学習における教師の働きかけ
をどのようにしたらよいか.などを中心4ζ論を進めてみたいと患う。
2. 体育学習の意義を正しくふまえる
体育は ，運動内容(文化)とすゐ考え方と，鍛錬 〈体力Jとして考える両腐を もっている。後者
は体育におりる伝統的な考え方であるし ，表庇 ，今後においてもつねに強調きれなげればならない
黛妥な総点である。しかしながら，運動を内容 (文化Jとしてながめる餓点と 0・鍛練として見る角
度とは.ゐいいれない色 のでゐろうか。実際のと C.iう， 異なって見える乙の二つの考え方は一つの
ものを別の角度からながめる乙とによって生ずる速いである。休湾にお¥1る運動(教材jは .学習
内容でみる乙とは否定できない。 同時κ適切に行なわれる運動か，).鍛練や体力の保持IC役立つζと









































を高める乙とが必要であるが ， そのための運動の量や~甘さは運動の穫要員κ よって築念る。また，ど



































んな場で(学醤場面) .どのようにして(運動のしかた)いくか。したがって， 導入 (はじめ)， 











































ぶζ とが技能の中核をなすものであり ，それK反りとび ，または.はさみとぴの合理的念空間動
作を導入して，より速〈へ銚べるようにする乙とが必婆でめる。多〈の場合tておいては，スピー
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指導 ， 斑別伝導，能力別l旨ゆ ， あるいは ， 系?Jf!.孝明 ， グループ学旬 ， 続械学~ ， rJj組見事t史学沼 ，プ
ログラ ム学留などを見在行攻われている指導波ゃ ，学習活動はずいぶんた <c:::んの形態がゐる。 l司じ














































































場Z京流れ 1 t s 4 5 
導入準備
S分 一ー ーーー ー+一ー 一一ーー
マット ①② 1/ 
1/ // 
一一一ー ー +ー 』ー ・ー・ 岨ー・ ーーー
跳 箱 ③⑤ " 1/ If 
ー 司ーー 'ー・ ーー 』ー -ー 』ー①③ 
25分 鉄棒 ③① " 
tl 11 
ーー -ー --
マット ③③ 1/ " 1/ 
-ー ・ーー ーー. ーー ー 一明ー -.制'ー
銚箱 ①② 11 
11 1/ 
一ー ーー ー 』ーー 民ー ー』ー




















11 マヴト ③@ 各③@ グ
11 Jレ
プ


































2 約 d0聞 のとぴ箱をとぶ。
3 手の()~置 ， 凶のÜlI遼， 着地のしかたそしっかりして行友う 0
4 踏切り板をだんだんは念し ，配色をだんだん速くへとん
5 60問仰のとび箱をとぶ。
自 着地fc.iまくする (マ ットにしるし売っげており
7 ひき(li-しっか りのばしてとぶ。
8 両手のつき万そli!l< i掌< ，{J'ね命令ばって上{4ー をお乙してとぶ。
9 ふみき り仮そ 80閣 僚は念してとぶ。
台上前まわち























lx 1 2 s 4 I 5 6 グノレ プ判定 教師判定技能協力 技能協力 銃後協力 校後協)J，技能 協))f去、自主 協力 E交能協力 技能協力
T 子 1 。s 。企 。5 。自 。7 。7 。s 。
T 3 I @ 5 。7 。8 。世 。10 。10 。10 。
% 宮 。s 。4 。6 I 0 e 。7 。7 。8 。
S. s × 5 。6 。s 。10 。10 。10 。10 。
M 子 i g × s 。4 。5 × g 。。。。。8 。
01 5 。s 。9 。10 。tO '@ 10 。10 。
K 8 。5 。8 × 8 。。。相 。9 。1 '0 。






体育の勉強 草刈 中旬- 6~中旬
S年A総00グループ
開閥的まわり 開胸後まわり
運動名 開鋪~.lLてとぴζ し 台上前まわり
足かIJゐがり 足かり後まわち
E寺 クソレープの回線 練習の順序と方法 反 省
。校能のめdらて含決めてお 。今日の練習の頗序と妥点、 談 能 協 力
説 t。 脅か く 。目標にめわ
ーABCでゐ
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技能の構造をとらえ ， それを指導の~f~にどう く み入れていくかを研究してい く必要がある。
乙れからは，より よい実践例を集録し， かたよりのない体育学習の指導，全体的に調和をはかっ
たものとしてい〈べきだと考えます。
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